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社会的影響を検討することは，野生動物との共存

に関する将来像を模索する上で,重要な意義をもっ

ています。

すでに和歌山県は移入種侵入地域に生息する交

雑個体群を捕獲除去する決定を下しています。し

かし，捕獲除去が適切に実施されたかどうかとい

う評価には生態学や遺伝学にもとづくモニタリン

グが必須であり，県の事業計画にも盛り込まれて

いますが，十分とは言えません｡ 1999年に本学

会と和歌山県が調査した時点では，ニホンザルと

の交雑の進んだ2群約200個体が生息している

ことが確認されています。しかし，その後の出産

による増加や有害鳥獣駆除による減少で，個体群

の状況は以前と異なっていると考えられます。今

後に計画されたタイワンザル個体群の捕獲除去の

成否を判断するためには，事前に個体数や群れ数

といった生息状況に関する基礎データを収集する

ことが重要です。

2001年10月から2002年9月の期間にWWF･

日興グリーンインベスターズ基金の援助を受け，

和歌山タイヮンザルワーキンググルーフ°を組織し

て生息実態調査を実施しました（グループ責任者

は和秀雄副会長)｡調査は保護委員会事業の一環

としておこない，学会の自然保護活動費からの援

助もおこないました。この事業では，和歌山県お

よびその周辺地域におけるサルの生息状況と交雑

状況を調査することを主目的とし，生息実態調査

広域調査，遺伝子分析の三つの活動を行いました。

成果の内容は和歌山タイヮンザルワーキンググルー

プからの報告としてWWF・日興グリーンイン

ベスターズ基金宛に提出しました。以下は，その

報告書に掲載した成果の要約を若干修正したもの

です。

自然保護の窓

第8期霊長類保護委員会より

1．新保護委員会の体制について

第8期の保護委員会は以下の理事4名，幹事5

名で構成されます。

理事：伊谷原一（動物福祉)，大澤秀行，川本

芳，中川尚史

幹事i上野吉一，大石高生，後藤俊二（以上，

動物福祉)，マイケル・ハフマン，室山泰之

近年は霊長類の保護・管理・利用に関して多く

の問題が派生していることから，当委員会の役割

は学会全体でも重要性を増しています。多岐の問

題に適切な対応を図るために，今期は幹事の数を

従来の3名から5名に増やして体制を強化しま

した。特に，具体的に動き始めた「ナショナル・

バイオリソース・プロジェクト」によりいっそう

注目していく必要があるため，動物福祉担当幹事

の数を増やしました。

動物福祉に対する一般的な考え方は，個々人の

倫理観やそれぞれの歴史・文化・社会的背景によっ

てさまざまであり，簡単に結論を導き出せる問題

ではありません。いずれの問題も早急かつ的確な

対処が求められるものではありますが，今後より

多角的な視野に立った議論が求められます。

（伊谷原一・川本芳）

2．和歌山県タイワンザル交雑群に関する報告

日本霊長類学会は和歌山県大池遊園周辺地に生

じたタイヮンザルとニホンザルの交雑群の生息実

態調査を行ってきました。現在この地域に生息す

る交雑群は， 1950年代に野生化した10から30

頭のタイワンザル集団を起源とするものと考えら

れています。1998年に和歌山県ではじめてニホ

ンザルとタイヮンザルの交雑個体が確認されて以

来，本学会は自然保護理事・幹事で構成する保護

委員会を中心に一貫して移入種の現状を調査し，

その脅威を排除するために問題提起と啓発を行なっ

てきました。交雑問題を生物学的に評価し，その

成果の要約

和歌山県が実施する予定の大池遊園周辺地域に

生息するタイワンザル交雑個体群の捕獲事業に先

立ち，個体群の現状把握を目的とした事業を行なっ

た。具体的には, l)大池地域に生息するタイワ

ンザル交雑個体群の分布範囲や群れ数，個体数な

どの状況の把握，2）直接観察と遺伝子分析によ
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る個体群の交雑状況の評価， 3）和歌山県および

紀伊半島隣県地域における個体の分散状況の評価

の3項目について,野外調査と実験分析をおこなっ

た。

l)を目的とした生息実態調査は, 2001年秋季

(2001年9月28日～10月9日）と2002年夏季

(2002年7月22日～7月27日）に実施した。調

査参加者はそれぞれ22名と19名で，区画法， ラ

ジオテレメトリー法，聞き取り調査及び連続追跡

調査を併用して行なった。

分布範囲には， 1999年調査時と比較して大き

な変化は見られなかった。個体群の分布域は，北

側を県道及び鉄道に，東側を国道及び河川に，南

側を国道及び県道に取り囲まれており，これらが

障壁になっていると推測された。群れ数について

は，2001年秋の調査では少なくとも3集団（う

ち群れは2群）が生息していると推測されたが，

2002年夏の調査では7集団（うち群れは3群）

を確認した。これらの一部は一時的に分派してい

る可能性も否定できないが，移動ルートの分析結

果から1群（孟子群）は明らかに2つに分裂した

と考えられた。個体数は, 2001年秋の調査では

-'一分なカウントができなかったが， 2002年には

主要な群れでフルカウントを行なうことができた。

聞き取り調査などの結果，および有害鳥獣駆除に

よる減少数を考慮に入れると，総個体数は

239～250頭と推定された。 1999年夏季の調査

では170～200頭であり，駆除数を考盧すると増

加率は非常に高いと推測された。このことは， カ

ウント時の新生児保有率が高いことからも推察さ

れた。実際にこれまで判明しているニホンザルに

おける個体群パラメータからの推測によれば，

2002年夏季の調査において小集団を重複カウン

トとしてみなした推定個体数（187頭）を用い，

1999年の推定個体数を200頭としても, 6.3%と

いう餌付け群に匹敵する値になると考えられた。

2）を目的とした遺伝子分析では， 3種類の血

液蛋白質の遺伝子型の判定とミトコンドリア遺伝

子(mtDNA)を用いた出生地評価を行なった。

捕獲個体から血液を採取し，電気泳動法を用いて

遺伝子のタイプを判定するとともに，塩基配列分

析とPCR-RFLP分析を併用してmtDNAのハブ°

口タイプを検査した。その結果，分析対象となっ

た4個体のすべてがタイヮンザルタイプ°の

mtDNAを持っており，大池生まれと推定された。

TSPY遺伝子と血液蛋白質の分析からは, 2世代

以上を経過した交雑個体と推定される個体が3

頭，交雑第1世代と推定される個体が1頭という

結果が得られた。このことから，大池地域のタイ

ワンザル交雑個体群では，すでに相当の交雑が進

行していることが示唆された。

3）を目的とした広域調査は， 2001年10月以

降断続的に行ない，隣県地域行政機関からの情報

収集も実施した｡目撃情報からは，大池地域から

のタイワンザルもしくは交雑個体の分散は確実に

進行しつつあることが明らかとなった。ただし，

あわせて行なわれた血液や糞を材料とした

TSPY遺伝子の分析からは，和歌山県有田川南部

地域への分散は証明されたが，和歌山県以外の地

域へのタイワンザルあるいは交雑個体の分散につ

いては証拠が得られず，今後さらに試料を収集す

る必要があると考えられた。

（大澤秀行・川本芳）

Ｉ
3．ニューズレターの廃刊とホームページ化

日本霊長類学会・霊長類保護委員会ニューズレ

ター（以下,NL)は，霊長類の保護・福祉に関す

る様々な問題の提案・討議・情報交換の場を提供

する目的で， 1992年5月にその第1号が発刊され

ました。その後, 2001年6月までほぼ年1回の

ペースで合計10号が発行され，個人会員全員に

郵送されてきました。他方，学会ホームページ

(以下,HP)が立ち上げられたのは2000年6月

頃のことです。そして同時に，保護・福祉に関す

る学会活動を広く一般向けに紹介する記事をHP

に掲載していく方針が出されました。この方針を

受け，われわれを含む前（第7期）保護委員会は，

渉外理事の協力のもと,NL全バックナンバーの

HPへのアップ。ロード作業を行いました。

こうした流れを受けて，第8期保護委員会は，

l)NLの廃刊, 2)保護・福祉関連記事のHPE

載，および3）「自然保護の窓」の充実，を行うこ
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とを決定いたしました。

NLを廃刊した理由は2つです。ひとつは，単

純に作業量の問題。冊子体のNLとHPの両方を

編集・発行していくほどの余力が保護委員会には

ありません。会員内のクローズドな議論の場が失

われてしまうことになりますが，その不利益はさ

ほどないことがNLバックナンバーのHP化の作

業を通じて判明しました。ふたつめは，受領の公

平性の問題bNLという名称を残したままHP上

にアップロードするという方法も考えました。し

かし,NLと呼ぶからには，発行される以上，会

員全員が平等な条件でダウンロードできることが

保証されていなければならないと考えたわけです。

『霊長類研究』の「自然保護の窓」を充実させ

る理由は，容易にはHPにアクセスできない会員

に対する最低限の補償です。この欄を利用して

HPの更新情報の要旨だけでも掲載していくこと

にいたします。

なお,HP充実化の第一弾として，前掲の「タ

イワンザル交雑群に関する報告」をHPにも掲載

したことをご報告しておきます。

（中川尚史・川本芳）

付金の決算のうち，第17回大会から第19回大

会までの未報告分をまとめてご報告いたします

(表1)｡物品購入および寄付にご協力くださった

方々に感謝いたします。また，第18回大会より，

原則として無人販売を実施していますが，大会開

催期間中販売にご協力くださった方々にも厚く御

礼申し上げます。

寄付金協力者（敬称略）

第17回大会：＜9,200円＞松沢哲郎；＜5,000

円＞和秀雄j<3,000円＞中川尚史i<2,000円

＞黒田末寿，中野良彦i<1,000円未満＞天野，

鈴木滋，中務真人，西田，山極寿一，遊磨

第18回大会：＜3,000円＞大沢秀行，松沢哲郎；

＜1,000円＞上原重男，川本芳，中川尚史i<1,0

00円未満＞森明雄

第19回大会：＜10,200円＞川本芳i<4,000円

＞杉山幸丸;<1,700円＞和秀雄;<1,000円未

満＞大沢秀行，高畑由起夫i (以下，物品提供分）

＜6,250円＞座馬耕一郎他i<4,592円＞杉山幸

丸；＜2,500円＞中川尚史；＜1000円＞鈴木滋

なお，今回は保護委員会作成の物品（以下，保

護グッズ）以外にも，会員有志よりご提供頂いた

物品を，少なくとも純益の一部を寄付頂くことを

4．大会時の物品販売，および寄付金報告

日本霊長類学会大会開催中の物品販売および寄

表1 学会大会における自然保護物品の販売売上学，および寄付金額

単価第17回（2001年度）第18回(2002年度）第19回(2003年度）品目

個数 金額個数 金額個数 金額

テレカ（イラスト）
テレカ（ニホンザル）
テレカ（テナガザル）
絵葉書（イラスト）
絵葉書（写真）
クリアフォルダー

プレスファイル

ボールペン

フロッピーケース

OAリピタック

650

800

800

200

400

250

500

120

700

500

8,450
13,600
800

3,600

12,800
5,750

8,000

3,000

3，500
0

1,950
6,400

2,400

1,000

5,200

1,500
0

2,040

0

0
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物品販売合計 59，500 20,490 9,580

寄付金合計 22,720 9,400 30，942


